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シ ン _1 シ .lj ム 抄 緑
に来た者は,4,725名で実施人員の76.7%に相当する｡
陽性者を年令別にみると,4才以下では,20.8%で
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1 1 0.4% 1
Susp･Healed Total
2 4 1.5%




10 17 0.8 1 9 92 119 5.8
15 34 3.8 1 15 44 94 10.5
26 66 4.5 1 3 27 99 196 13.5
13 27 3･4 : 18 59 104 13･1
､
66 149 2.1 5 5 73 326 558 8.0
Table 6 ResultoftheChestX-RayExamination(Male)
SuspectedPulmonaryTuberculosis
SuspectedactiveT･B･ - TT n. 早_u_spl･HealedH Pl inact.
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11 32 60 10.2
18 62 127 14.9
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間接 レントゲン所見上,活動性結核と認 め られ る
Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠIa,ⅠⅠ工b塾の149例中,124例についての抗






































ネ パ ー ル 集 団 検 診
一細菌学的検査並びに治療について-






558名のうち, Ⅰ～Ⅲ型の149名を検疾対 象者 とし,
(p,156の Table5)そのうち実際に検疾出来たのは
124名であった｡
結核菌陽性は塗抹,培養計72例 (58.1%)で,検診
者総数6,954名の1.0%に相当する｡(Table1)塗抹隙
性で培養陽性が66例中14例であったo当時ネ■パールで
は培養検査は,行なわれておらず,我々は,困難な条
件下で,これを施行し,ネパール人検査技師に一通り
の技術を収得させることが出来た｡(Table2)
結核菌陽性患者72名中,直ちに化学療法が開始出来
たのは61名 (85.9%)で,11名には出来なかった｡又
結核菌陰性で,要治療の52名中45名にも化学療法が開
始された｡(Table3)
化学療法の継続は,種々の事情から相当困難な問題
で,結核菌陽性で治療を開始した61名車,1カ月未満
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